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1. 安全書類御提出のお願い 

 

 

 

 



工事安全書類提出のお願い 

 
各協力業者様に現場に入っていただくにあたり、当社にて元請企業に書類の先行提出を行うため、安全書類及び資料の

ご提出をお願いしたいと思います。 

 つきましては毎年 4 月の請求締日に最新の安全書類情報を弊社にご提出をお願いします。内容としまして工事情報を抜

いた下記の書類をお願いします。 

書類情報を Excel 等のデータでお持ちであればメールで、手書きとコピーであれば郵送でご提出ください。 

 

1、再下請負報告書 

2、作業員名簿 

3、建設業の許可証の写し 

4、各資格証の写し 

5、工事使用車輌情報 

 

 定期的な提出と共に、工事依頼時に書類の提出をお願いしますので各協力業者様での最新情報の整備をしてください。 

 また近年は公共工事において企業が反社会勢力との関係を持たないことの誓約書の提出を求められていますので、誓約

書書式への記名、捺印した上で工事毎にご提出ください。 

よろしくお願いします。 

 

・メールデータ送付先 

 川瀬産商 工事部 宮津 miyadu@kawasekk.co.jp 



 

 

 

 

 

2. 請求書の記入について 
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7 0 0 0 0 0
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3 0 0 0 0 0

請　求　金　額

請　　求　　書　

2 1 1 1 5 －

〇〇設備
㊞

川瀬産商 株式会社 工事部　御中

0

工　　事　　番　　号

0

消費税（税率10％） 合　　計

工　　　事　　　名　　　称

〇〇新築工事　衛生配管工事

請求書記入上の注意

請　求　年　月　日

2022年12月6日

川瀬産商 担当者名

鎌田

１．請求書は2,3ページを本社に提出してください。締切日は20日締切、25日必着。
２．業者コードは必ず記入してください。記入がないとお支払いできない場合があります。

３．請求内訳書は書式は問わず必ず添付してください。
４．同一現場でも、請求内訳が異なる場合は、別の請求書を作成し提出してください。
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業者コード

T　E　L

残　　　高

既 受 領 額

今 回 請 求 額

契 約 金 額

総 出 来 高 額

契　　　　約

注　文　Nｏ.

住　　　所 滋賀県長浜市□□町123-1 0

登 録 番 号 4-1234-5678-9012

（　貴社控　）

社　　　名

工
事
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0749-56-〇〇〇〇
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工　　事　　内　　容

00

支　払　承　認　額

合　　　　　　　　　　　　　計

〇〇新築工事　衛生配管工事

滋賀県長浜市□□町123-1

請　　求　　書

2 1 1 1 5

支出項目名

担　当決　済

契　　　　約

注　文　Nｏ.

契 約 金 額

業者コード

住　　　所

承　　　　　認受　付

査　定　欄

－ 0

予算見積項目コード

1

社　　　名 〇〇設備
㊞

登 録 番 号 4-1234-5678-9012

川瀬産商 株式会社 工事部　御中

（　提　出　）

工　　　事　　　名　　　称

伝 票 番 号

T　E　L 0749-56-〇〇〇〇

工
事

(

契
約

)

今 回 請 求 額

残　　　高

総 出 来 高 額

内訳書を使わない場合などに請求する工事内容をご記入ください。

川瀬産商 担当者名

鎌田

請　求　年　月　日

2022年12月6日

請　求　金　額

工　　事　　番　　号

支　　出　　額

既 受 領 額

(消費税を含まず)

消費税（税率10％） 合　　計



川瀬産商　株式会社　御中 請　求　内　訳　書

工事名

数量 単位

1 式 1 0 0 0 0 0 0 7 0 0 0 0 0

累計出来高 査　定　額

No.

業者名
〇〇設備

名　　　　称 単　　　　価 金　　　　額
出来高％
数　　量

〇〇新築工事　衛生配管工事

給排水配管工事 70%

請明-1   １部提出　請求書に添付

赤枠内は当社査定欄ですので記入をしないでください



 

 

 

 

 

 

3. 滋賀県の死傷災害状況 

 

 

 



死亡災害は前年から12人減

〇滋賀県の死傷災害の発生状況

令和3年の労働災害による死亡者数は7人と、令和2人から12人減少し、 過去最少となった。

業種別死亡災害発生状況



事故の型別死亡災言発生状況

交通事故、はさまれ・巻き込まれによる死亡災害が減少

令和3年の死亡災害7人の事故の型は、「はさまれ・巻き込まれ」が3人、「墜落・転落」が2人、
 「交通事故」が1人、「高温・低温の物との接触」が1人だった。



年齢別死亡災言発生状況

60歳以上の高年齢労働者の死亡災害が多い

令和3年の死亡災害の被災者を年齢別に見ると、20歳代が2人、40歳代が2人、50歳代が1人、
60歳代が2人だった。



死傷災害は前年より増加し、第三次産業が大幅に増加

滋賀県内の労働災害による休業4日以上の死傷者数は、令和元年に減少したものの、令和3年の休業4日
以上の死傷者数は、全産業で1,665人となり、前年に比べ201人(+13.7%)の増加となった。





1. バランス感覚(身体平衡機能、姿勢のバランス保持) 

バランス感覚は20代をピークにその後は急激に低下。

・ 「屋根上でバランスが取れない」

 ・「脚立等での作業でふらっく」

2. とっさの動き(反応動作、その正確さと早さ)

危険回避には、とっさの俊敏な動きが必要。全身俊敏性は10代でピークを迎え、その後は急激に低下。

高年齢労働者の声

・「落下物、転倒物から逃けられない」

3. 視力

目の働きは、視力のほか、遠近調整力、低照度下視力、明暗順応などがある。

高年齢労働者の声

・「視野が狭く頭をぶつける」

・「踏み板を踏み外し転落しそうになる」

(例:閉眼片足立ちテスト→20代約90秒,60代約25秒)

 高年齢労働者の声

〇加齢による様々な心身機能の低下と仕事への影響



4.  筋力(足筋力(歩行や立姿勢の維持) )

足筋力・・・両足で踏ん張る力。20歳以降から急激に低下。

(20代と比較して60代で約半分に) 高年齢労働者の声

・「思っている以上に足が上がらす躓いて転ぶ」

・「脚立の昇り降りがつらい時がある」

5. 柔軟性

現場では狭いところなどで無理な姿勢で作業をすることが少なくない。

身体柔軟性は10代後半がピークで、40代、50代で約半分になる。

高年齢労働者の声

・「狭いところの作業で、腰を痛める」

6. 聴力

耳の働きは加齢とともに低下し、特に 会話中、他の音が入った場合の聞き取りが非常に悪くなる。

高年齢労働者の声

・「重機の接近に気づくのに遅れる」



7. 疲労回復カ

加齢に伴い徹夜明けの体力回復力が低下。疲れにより脳の働きも低下し、安全活動に悪影響が。

高年齢労働者の声

・「疲れが取れす動きが鈍くなる」

8. 記憶力

年齢を重ねると記憶力が低下する。記憶力の中でも、長い年月をかけて蓄積した記憶はあまり低下

しないが、短期の記憶力は加齢に伴い急激に低下する。

高年齢労働者の声

・「マニュアルが覚えられない」





 

 

 

 

 

 

4. 機械工具の安全使用 

 

 

 



 

工作機械の安全に関する法律 

 
・危険を防止するため、フェールセーフ等の機能を有すること。  

・工作機械の外面に危険な部分がないこと。  

・長期間の使用に耐える丈夫な構造とすること。  

・手等がはさまれるおそれのある透き間を生じないこと。  

・過負荷安全装置を設けることが望ましいこと。  

・など    工作機械は基本的には安全にできている  

 



 

    ハインリッヒの法則 
発生した労働災害の統計を見ると 330 件 

の災害のうち、300 件は無傷で、29 件は 

軽い障害を伴い、1 件は重い障害を伴う 

    



 

    工作機械で事故を起こさないために 

 
・正しい服装で作業する  

・知識を持つこと  

・機械操作・材料・加工など  

・熟練者に教えを乞うこと  

・知ってるつもりは事故の元  

・５Ｓ（整理・整頓・清掃・清潔・しつけ）  

・１人または多人数で加工しない  

 

 



 

  正しい服装で作業する       

  



 

  必要に応じた保護具を着用する 

      
 

       



 

      手袋を使う場面について 
  ◆基本的に工作機械を使う時は手袋をつけない  

  └巻き込まれ防止の為  

◆必要に応じで手袋をつける場面  

・グラインダー作業・溶接作業 革手袋（耐火性）  

・カッターナイフ作業     ケブラー手袋（耐切創性）  

・材料準備・組立         ゴム手袋（滑り止め・保護）  

・油作業           耐油手袋（滑り止め・保護） 

       



 

  知っているつもりは事故の元 
   簡単そうに見える機械でも熟練者に教えを乞うこと 

    



 

    
 



 

    
 

          



 

    



 

   



 

  ディスクグラインダーの注意点 

   
 ・保護帽、保護メガネ、できれば防塵マスクを着用する 

   ・安全カバーは外さずやむを得ず外した場合はすぐに装着しな

おす 

   ・作業時力をかけ過ぎない 

    └切断砥石が破損し、はじけ飛びケガの恐れ 

 



 

    



 

      
 



 

    
 

 



 

モンキーレンチの使用方法 

    
   ①レンチを奥まで差し込む  ①モンキーレンチを本体から 

   ②本体をボルトに当てる    下アゴに向かって回す 

   ③アゴ幅を調整しボルト頭に 

    合わせる 

 



 

 モンキーレンチの使用時の注意事項 

   



 

スパナの使用方法 

  
①スパナの口を奥まで差し込む  逆手で緩める 

②手前に引くようにして締める  ①スパナの口を奥まで差し込む 

     ※７分の力で３分は安全確保  ②手前に引くようにして緩める 

                     ※７分の力で３分は安全確保 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

5. 災害・トラブル事例 
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 異常があった場合は、スイッチを切り上司に報告等を行う。
 空転して異常がなければためし削りを行う。

 定期的に保守点検を実施すること。

 グラインダーに使用可能な最大限の研削と石の寸法が表示されているので、この範囲内のものを使用すること。
 と石取付け部のフランジについては、と石の寸法、形状に適合したものとすること。
 研削と石の最高使用周速度は安全上絶対順守すべきものであり、これを超えて使用しないこと。
 研削と石には覆いを取付けて使用すること。特に覆いについては、材料、防護箇所、厚さ、形状等について研削盤構造規格に適合した
ものを取付けること。

 研削と石の取替えについては、特別教育を修了した者に概観検査、打音検査及び試運転を行わせること。
試運転については、次の点に留意する。

 始動する前に作業位置に留意し、研削と石が破裂し、飛散したときの方向の安全に注意する。
 空運転を3分以上(取替え時でなく通常の始業時は1分)行い、振動、異常音などを確認する。

 と石の取付け部のフランジが150mm用であったことから回転中のと石に異常な振動、応力等が加わり、さらに過剰な回転数によると石
への大きな遠心力による内部応力と相まって破裂に至ったと推定される。

 作業者Aは、と石取替えの特別教育を修了しておらず、研削と石の危険についての認識は欠如していた。

 同種災害の防止のためには、次のような対策の徹底が必要である。

 この災害の原因としては、次のようなことが考えられる。
 グラインダーに規格外のと石車を取り付けたこと。
 と石の覆いは150mm用であるために取付けていなかったこと。
 グラインダーの無負荷回転数は、6,300rpmであり、使用していた研削と石の最高使用周速度は毎秒50m/sである。したがって、直径
205mmの研削と石の周速度は67.6m/sとなり、最高使用周速度を大きく上回っていたこと。
 グラインダー本体については、調速器、取付けフランジ、ラベルなどの異常について定期的に保守点検を行っていなかったこと。

可搬式グラインダーに規格外のと石を取付けて試運転をしていたとき、と石が破裂し近くの作業者にあたり負傷

 この災害は、ステンレス鋳物のバリ取り、仕上げ用の空圧駆動の手持ち形グラインダーに新たに研削と石を取付け、試運転を行っていた
が、と石の回転に異音が発生したためにスイッチを切ったとたんに、と石が破裂し、破片が近くで研削作業をしていた作業者の顔面を直撃
し、負傷したものである。

 なお、このグラインダーは、本来、直径150mmの研削と石に対応するものであったが、150mmの研削と石では鋳物のフランジのノズル
ネックを研削する際にグラインダーの本体がフランジに接触して作業が困難であり、205mmの研削と石を取付けていた。

 災害は、ステンレス製のバルブ、ポンプの鋳物を製造する工場の鋳物のバリ取り、仕上げ研削工程で発生したもので、当日は被災者を含む
5名で研削作業を行っていた。

 被災者は、始業とともに研削作業を開始した。一方、同僚のAは研削開始にあたり研削と石の取替えを行い、試運転を開始した。1分位経
過した時にと石に「ガタツキ」が発生したのでスイッチを切った瞬間、と石が破裂し3等分に飛散した。その一部が衝立にあたりバウンドし
てAから約2メートルのところで作業していた被災者を直撃し、負傷したものである。










